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研究成果の概要（和文）：日本における人間教育としての音楽教育を構築するために、すでに実績をもつハンガリーと
ドイツ語圏の理論と方法論を実践的に研究した。ハンガリーからは、アーブラハーン・マリアン、パヨル・マールタ女
史を招聘し、日本の研究者とともに研究協議を行い、その成果を学会等で発表し、東京、仙台、福島、広島等各地で講
座を開催した。わらべうた等から自国の伝統のアイデンティティを育てることの重要性を再確認し、更に、即興演奏に
よって創造性を育み、美術や文学など学際的なアプローチによって音楽を学ぶことによって、生涯にわたって豊かな人
生を送ることを可能にする日本の音楽教育の構築について具体的な示唆を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：We have researched the outcomes in Hungarian and German Musical Education to get t
he ideas for concrete suggestions for music education as a human education in Japan. We invited Hungarian 
great music educators, Abrahamm Mariann and Pajor Marta and discussed with famous Japanese music educators
. We presented our excellent outcomes in many places in Japan. The results of our research foster  being a
ble to live rich cultural life with music; help to inherit and cherish our own tradition as own identity, 
to develop creativity by improvisation with the interdisciplinary approach.
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１．研究開始当初の背景 
 当時の日本の子どもをめぐる状況は、不登
校や学級崩壊、いじめや自殺、虐待など様々
な問題をはらみ、子どものコミュニケーショ
ン能力や社会性の欠如などが指摘されている
中、確かな学力と豊かな心、健やかな体の調
和を重視し「生きる力」を育むことが現指導
要領の目的となっている。また思考力・判断
力・表現力、知識・技能を活用する能力の低
下、自分への自信の欠如や将来への不安など
は、先進諸国も同様に抱える問題でもある。 
 ハンガリーでは、コダーイ・ゾルターンが
音楽教育を通じて全人的な教育を行う教育制
度を構築し、大きな注目を浴びている。コダ
ーイの理念に基づく音楽教育が、児童の知性
と学習に関する様々な発達を促し、感性と豊
かな表現と情感を育むことなどはすでに
1960 年代から指摘されてきたが、1990 年代
よりドイツ語圏でも音楽の学習転移効果につ
いての研究が活性化している。2009 年に
は、ハンガリーの音楽教育者パヨル・マール
タが日本音楽教育学会第 40 回大会において
講演し、コダーイの人間教育としての音楽教
育の在り方を紹介した。 
 また、ハンガリーでは全人的な教育とし
て、音楽科の枠を超え教科連携的な形態を創
出しつつあり、ピアノ教育においては、2008
年にアパジ・マーリアのピアノ教科書『ピア
ノの夢―創造的なピアノ学習』（以下『ピア
ノの夢』と表記）全 3巻が出版された。この
教科書は、絵画・建築・文学・数学などを総
合し、それらに共通する側面を理解すること
を教育の出発点としている。 
 研究代表者の降矢は、多文化音楽教育、ハ
ンガリーのピアノ教育・音楽教育を専門と
し、多文化音楽教育においては、表現と鑑
賞、知識や創作などの活動を有機的に関連さ
せて授業を行うことによって、各音楽文化の
担い手の心情を理解し共感することが大切で
あり、そのために五感を活用した直接体験が
必要であるという研究結果が得られた。子ど
もが多様な音楽文化と出逢い、様々な角度か
らそれらを体験することがその後の人生を豊
かに生きる糧となるという視点は、ハンガリ
ーの音楽教育の方向性と大きく共通するもの
があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、教養ある豊かな人間性の育成を
目的とするハンガリーの音楽教育の実践とそ
の成果の研究を軸とし、ハンガリーの音楽教
育と関連の深いドイツ語圏の音楽教育研究の
成果を明らかにし、総合的に「人間教育とし
ての音楽教育」の在り方を探り、子どもの人
間的な発達を促し、「生きる力」を育む音楽
教育の可能性を、具体的な方法論として探る
ことである。 
 
３．研究の方法 
 豊かな人間性の形成を目的とするハンガリ

ーの音楽教育に学ぶために、研究協力者とし
て 2011 年には、アパジ・マーリアのよき理
解者であり『ピアノの夢』に推薦文を寄せて
いるハンガリーのピアニスト、アーブラハー
ン・マリアンを、2012 年にはパヨル・マー
ルタを招聘し、各地で講演及びワークショッ
プを行った。主に音楽教育者・ピアノ教育者
を対象に、ハンガリーの人間教育としての音
楽教育の理念を広く知らしめ、大きな反響を
得た。 
 招聘準備のため、またアパジ本人に直接
『ピアノの夢』の理念と指導法を学ぶため、
研究代表者が 3 年間で 3 度ハンガリーに赴
き、詳細な聴き取り調査を行った。またアパ
ジ自身によるハンガリーの子どもに行ったピ
アノ指導の実際を取材し、それらの研究結果
をもとに日本音楽教育学会にて研究発表を行
い、また論文にまとめた。 
また、日本において人間教育としての音楽
教育を実践している教育者や研究者、関連す
るドイツ語圏の音楽教育研究者らによる研究
協議会を開催し、日本音楽教育学会において
共同企画として発表した。これらの成果を論
文にまとめた。 
 
４．研究成果 
（1）アパジ・マーリア著『ピアノの夢―創
造的なピアノ学習』にみる人間教育としての
ピアノ教育 
 アパジ本人への聴き取り調査とピアノ指導
実践の取材、ハンガリーのピアニストでピア
ノ教育界のリーダーであるアーブラハーン・
マリアンによる『ピアノの夢』の分析、そし
て『ピアノの夢』全 3 巻の翻訳と分析によっ
て、アパジのピアノ教育理念と指導法の特徴
は以下のようにまとめられた。 
① 人間教育と位置付けていること。 
② 内容と構成の学際性。 
③ 即興演奏の重視と目的の明確化。 
①については、ピアノ学習によって、「総
合的な考え方が広がり、人格全体が豊かにな
り、将来どんな分野に進んでも役に立つよう
な様々なことを知ることができる」という、
『ピアノの夢』の序文からもうかがえる。ま
たアーブラハーンも、ハンガリーのピアノ教
育において最も大切なことは、「ピアノ指導
の最初の瞬間から、子どもが自立した若者に
なり、自分自身の考えや意見を持つように教
育すること」であり、そのために教師と子ど
もの信頼関係を作り上げることが必要である
と述べた。 
②については、『ピアノの夢』による指導
法ではピアノ学習の始めから、音楽と自然・
美術・科学・文学・数学などと関連させた学
際的なアプローチを行う。具体的には、自然
や詩、絵画、科学、数学などの音楽以外の
様々な芸術や学問などと、音楽に共通する根
っこを発見することから始めるのである。そ
れは全てに共通して存在する構造の原理とし
て、始めは「対比」から、段階的にいくつか



の重要な原理（リズム、シンメトリー、アシ
ンメトリー、黄金分割、並行、繰り返し、再
現）をテーマとして、『ピアノの夢』は構成
されている。 
③については、『ピアノの夢』では、すべ
ての学習段階にわたって即興の課題があり、
非常に細密に系統的に書かれている。一つ一
つの課題は誰にでも即興ができるように大変
シンプルである。一音の様々な可能性とその
吟味に始まり、基本の構造の原理である対比
と推移による即興から、音楽史上のあらゆる
様式や音階による即興へと進む。モデルとな
る音楽の、要素や構成の原理を理解し、その
様式による即興を行った後で、譜面に書き表
し、推敲を加えながら、作曲という行為を体
験する。最後に、モデルの楽曲に戻り、より
深い理解を持って演奏する。このように即
興・作曲・演奏の 3 つを統一して扱い、さま
ざまな時代やジャンルの音楽の言葉を習得す
ることが、子どもの幅広いものの見方や豊か
な人間性の育成につながるというのが、アパ
ジのピアノ指導法の画期的な特徴である。 
 アパジの理念は、ハンガリーの音楽教育を
支えるコダーイの理念の上に、今日的に求め
られる学際的な視点を加えて発展させたもの
ということができる。また、コダーイの理念
は近隣のドイツ語圏の音楽教育と深い関連を
持っていた。2011 年 10 月の日本音楽教育学
会大会共同企画においては、小山英恵が 20
世紀のドイツ語圏の音楽教育家であるフリッ
ツ・イェーデの音楽教育について、人間教育
を目的に位置づけることや、即興を取り入れ
た創造的アプローチ、他分野との連携、子ど
もの生活との結びつきを重視するといった点
において、ハンガリーの音楽教育と共通性を
持っていることを明らかにした。宮本賢二朗
はハンガリーとドイツ語圏の音楽教育の効果
について述べ、ハンガリーにおいては音楽が
国民を豊かにする文化財産としてだけではな
く、子どもの発達を多面的に促進する教育手
段として捉えられていること、またこのよう
な捉え方がスイス・ドイツといったドイツ語
圏で音楽教育の効果についての研究が行われ
るきっかけとなり、音楽教育が子どもの社会
性を育成するという見解が共通しているこ
と、などが明らかになった。 
 
（2）パヨル・マールタによるハンガリーの
音楽教育についての講演とワークショップか
ら 
2012 年 10 月にパヨル・マールタを招聘
し、東京、奈良、仙台、福島において、講演
及びハンガリーのわらべうたワークショップ
を行った。 
コダーイは、就学前にハンガリーのわらべ
うたを歌い遊び、音楽の基礎として、歌に含
まれる音楽の構造や音の高低や長短、「速い
‐遅い」の違いの認知を遊びの中で行う指導
法を提唱した。パヨルは、「民族音楽からク
ラシック音楽へ」の講演の中でハンガリーの

わらべうたの特徴を明らかにするとともに、
わらべうたや民謡が各国に伝潘し、少しずつ
形を変えながら、それぞれの国の作曲家の作
品に取り入れられていることを明らかにし
た。ハンガリーのわらべうたのワークショッ
プでは、一つの音楽的な課題を持って多種類
のわらべうたを歌い遊んだり、一種のわらべ
うたを多種類の課題を持って即興的に遊んで
いくという、実に多彩な内容であった。ハン
ガリーのわらべうたは日本と同じ 5 音音階で
できているが、用いられる音型が異なるので
日本のわらべうたとは印象が全く異なる。日
本の子どもたちに、伝統の質の全く異なる 2
つの国のわらべうたを即興的に歌い遊ぶ体験
をさせることにより、豊かな感性を育み、将
来的に多文化音楽の理解に有効であろう。 
 パヨルのもう一種の講演「音楽教育による
人間性の育成」では、最近の脳科学の成果ま
でを取り上げて、音楽学習がもたらす効果
や、豊かな刺激と多くの楽しい体験にあふれ
た音楽教育が子どもたちの創造性や感受性を
高め、人間性の育成につながることが、コダ
ーイの言葉を交えながら語られた。 
 
（3）日本における人間教育としての音楽教
育の実践例から 
 日本の学校教育の現場においても、子ども
の人間性を育む音楽教育を実践している例が
ある。2012 年 2 月に東京で行われた研究協
議会「人間教育としての音楽教育」と、2012
年 10 月に日本音楽教育学会共同企画におけ
るパネルディスカッション「人間教育として
の音楽教育Ⅱ―教材と指導法を考えあう―」
では、小学校から大学、特別支援教育の現場
において、優れた教材と指導法によって子ど
もたちに豊かな人間性が育つという報告が行
われた。これら 2 回にわたる実践報告では、
子どもたちをめぐる社会状況が大きく変化
し、子どもや家庭に様々な課題が累積してい
ることなどの問題が指摘された反面、厳しい
現状の中でも優れて子どもたちを育てる実践
が可能であることを示した。 
 これらの実践報告に共通する視点をまとめ
ると、以下の 4点になる。 
① 伝統的な教材の重要性 
② 創造性の育成の重要性 
③ 総合化の重要性 
④ 子ども（学生）同士の学び合い 
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